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X 線繊維回折でアクチンフィラメントの構造を解明 

―生命の基本タンパク質「アクチン」が担う生理機能のメカニズム解明に一歩― 

 

本研究成果のポイント 

○構造モデルの検証やアクチン変異体解析の検証を展開、新しい詳細構造モデルを得る 

○単量体から重合体へとフィラメントを構成するには、アクチン分子の平板化が必須 

○1 つの細胞内のあらゆる生命現象を理解する鍵を獲得 
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図 3 F-アクチンの構造モデル 
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G-アクチン (1J6Z) F-アクチンサブユニット 


